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乙の調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて実施したものである。

昭和 44 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の l 地質図幅

説明書 新 得 (到II路一第 29 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員国府谷盛明

Irei1 松井公平

嘱託土屋 室

はしがき

この凶幅および説明書は，昭和 37 年から昭和 38 年にわたり， 2 ヵ年間に実施した

野外調査の結果をとりまとめたものである。

この地域の調査を開始した時期に，十勝団体研究会が発足し，十勝平野の全般的な

l凋査が進められた。乙の地域は，十勝平野の北西部にあたり，十勝団体研究会の多く

の方々の協力を得た。この悶幅および説明書の作成に当っても，十勝団体研究会の諸

氏，とくに松井愈、氏，小坂利幸氏，松沢逸巳氏には，有志義な御意見，資料を提供し

ていただいたことに，謝意、を表する η

野外調査にあたっては，国府谷，松井は台地地域を，土屋が西部の花崩岩，変成岩

地域を中心に実施し，全般的なとりまとめは， I茸)仔谷，松井が行なった。

I 位置および交通

この凶幅は，北緯 43°0Q!___43ー10' ，東経 142°45' ，......， 143°00' の範囲をしめている。

行政的には，西北は空知郡南富良野村に，中央部は上川郡新得町と清水町に，北東

部は河東郡鹿追村に，それぞれ属している。

この[:g]幅地域の市街地は，新得，清水，屈足，鹿追で，他は東部の台地上に大きな

付落形態は作らずに散在している，主要な交通路としては，佐幌川に沿ってはしる国鉄

*根室本線と，これにほぼ平行する国道 38 号線がある。 乙のほかパス路線としては，

*根室本線は，この図幅調査の完了後，新狩勝トンネルが完成し，新線は道立種畜場
の北から北新得を経て新得町につけかえられたが，昭和 34 年国土地理院発行の地

形図によったので旧路線のみ示している。
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新得から屈足を経由し鹿追，然別へ，新得から屈足を経由しトムラウ、ン温泉へ，清水

から鹿追へのノミス定期路線がある。かつては，木材の集散地として発展したと乙ろで，

新得から鹿追へ拓殖鉄道が，屈足から十勝三股へ営林署の軌道が敷設されていたが，

いまは撤去されている。

II 地形

この凶幅地域の地形は，大きく 2 分することができる。一つは西部の山岳地で，こ

れに対して東部では何段にも分かれる広い平坦面をもった台地状地形である。

\~

第 1 図地形複原図

西側の山岳部は， 日高山脈の延長部にあたるもので，南北に連なった山稜からな

る。山稜は 2 列に分かれ，西側では，標高 1 ， 000 m-.,700 m の山稜で，この東側に標

高 500m.......300m の山稜がほぼ平行に並んでいる。これらの山岳部は，主として花崩

岩質岩から構成されているので，比較的ゆるやかな山地地形であるとともに，この東

側には，広く扇状地が発達している。主山稜に平行する東側の山稜は，この扇状地に

より，一種の残丘として，島状に南北に連なっている。
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東側に広がる平坦面を有する台地は，何段にも分けられるが， 面として区分する

と，高い面から，美蔓面，土佐幌面，下佐幌面，屈足面に分けることができる。

美蔓面:美蔓面はこの地域の東側に発達し臼幌内， 上然別，美蔓の村落の発達して

いる台地， および上佐幌の北の台地などにみられる。美蔓台地は，北から南に広い

平坦面を形成し， 北では標高 380m で， 南へ向って徐々に高度を下げ標高 200m に

達する面である。面は比較的平坦であるが，浅い沢が発達している。乙の面の水系で

特徴的な点は，台地の丙仰l と東側とでいちじるしい違いがみられることである。台地

西側では，台地の尾が急

峻で，崖に直交する小さ

な沢が発達している。こ

の沢は急な河川勾配を持

ち，崖をするどくきざみ

込むとともに台地上には

あまり発達していない。

これに対し，東側では，

台地上を 10km 以上も流

れる長い沢が発達してい

る。乙の川はゆるい河川

勾配であり，谷壁もゆる

くなだらかである。これ

らの水系は，いずれも北

西から南東へ流れ，東側

の台地崖に対して斜交し

ている。これらの水系の

違いは，美蔓台地の形成

後に於ける傾動を示すも

のと考えられる。

上佐幌面:上佐幌，北

新得にみられる台地で，

土佐幌では，標高 300m

A
t
-
-
T
1
1

直
は
追

第 2 図 美 蔓 台 地 水 系 図
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から標高 240m の高さで，ゆるい崖をもって，美蔓面，下佐幌面に続いている。面は

比較的平坦である。南接する御影図幅における幕別面に対比される。

下佐幌面: 上佐幌面にゆるい庫をもって南に連続する面で， 上佐幌面より 20m

低く，標高 220m から 160m の高さで，南に向うにしたがい低くなっている。上記の

面に比し解析度は弱わく平坦である。御影凶幅に於ける芽室面に対比することがで

きる。

屈足面: 十勝川沿いに広く発達し，屈足市街地をのせる段丘，北熊牛などの他，

然別川に沿う鹿追，佐幌川に沿う新得や清水町市街地の発達している段丘が，この面

に対比される。十勝川に沿っては，上流部では現河床との比高 15m，下流の下佐幌協

心付近では 5m 前後の比高となる。 上面はひじように平坦で， 河川に沿って連続す

る。鹿追では，乙の図幅域では，現河床との比高はごく僅かで，ところによっては，

現河床面と連続的にみられるところもあるが，中士幌l司幅域では，明瞭な段丘崖がみ

られる。

扇状地: 丙部の山岳地に広ろく発達しているが，御影閃幅等にみられるものとく

らべると規模は小さく，山岳地の脚部に直接発達しているもので，一つ一つの小河川

単位に発達し複合しているため，面の連続性はなく，地域全体を分類することは困難

である。

この I司幅域の水系は，佐幌川，十勝川，然、別川などいずれも，南北性の河川であり，

支流は余り発達していない。佐幌川に入る支流は，いずれも西側の山岳地に源を有し，

扇状地を流下するものである。

III 地質概説

新得図幅は，北海道の中軸にそってのびる日高帯の一部とその東側に広ろく発達 L

ている何段かの平坦面を形成している堆積物とからなる。

日高帯の一部は， l司幅西部の山岳地を形成している。ここでは，各種のホルンヘル

ス，片麻岩， ミグマタイト等の変成岩類，花崩岩やはんれい岩といった深成岩類から

構成されている。

この変成岩類，深成岩類の東側には，日高累層群に属する粘板岩，砂岩が分布して

いるが，多かれ少なかれ，ホルンヘルス化し，さらに分布が，一種の残丘として，部

分的にしか観察されないため，層序は不明である。隣接関幅「落合」の東側に発達し
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ている落合層に，分布上対比した。

日高帯の東側には，大きく分けると 4 段に分けられる平坦な台地が発達している。

高位の台地から，美蔓面，上佐幌面，下佐幌面，屈足面に分けられ，それぞれ平坦面

を形成する堆積物をともなっている。これらの平坦面の基盤は，熔結凝灰岩をともな

うシルトおよび砂喋層を中心とした熊牛層で構成されている。この熊牛層は，洪積世

~鮮新世と考えられる池田層にほぼ相当するものである。

このほか，丙倒IJ山岳地の東側には広ろく扇状地が発達し，各河川には，現河川氾濫

原堆積物がある。

IV 先白望系 (H 高よ層群)

IV.I 落合層

この地層は，丙部山岳地帯の東側に浅丘としてみられる，北新得，新得町·~t8455.5

峯，同町南ム 353.2m などに分布レとのほか，屈足の北部等に僅に分布している。

この地域では，残丘部にみられ， l かも広ろく分布する扇状地におおわれているため，

露頭は少なく，相互の関係も殆二不明である。そのため，ここでは層序を明らかにす

ることはできなかった。隣r.~;zj幅の落合同幅における分布から推定し，一応，落合層

とした。

この地層の丙側f:;， ~Itで、は，角閃石黒雲母花尚岩に，南では黒雲母花崩岩にそれぞ

れ接しており，え部分が多かれ，少なかれホルンヘルス化している。

この地層は，黒色の粘板岩および砂質粘板岩からなる。地層全体がつよい擾乱をう

けており，構造はきわめて複雑である。粘板岩は全盤的に片理がつよく，その多くは

黒色千枚岩様になっている。この地域では， N10--20o

W の走向で，西に傾斜した構

j告が多い。

V 新第三紀鮮新世~第四紀洪積世の地質

熊牛層，美蔓面堆積物，上佐幌面堆積物，下佐l幌面積物，屈足面堆積物からなる。

このうち，熊牛層は，各台地の基盤として広ろく十勝平野に分布しているものの一部

であり，他の堆積物は，それぞれの台地を形成する堆積物である。

V.I 熊牛層

この閃幅で熊牛層としたものは，美蔓台地，上佐l幌，下佐l幌の台地の基盤として発
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達しているものである。この地層は，下部砂棟粘土相，熔結凝灰岩相，上部、ンルト相，

砂喋相に分けられる。地質問上では，下部砂喋粘土相はごくわずかしか観察されない

ので，シルト相として下部砂喋粘土相を上部シルトキ目とを一括して塗色した。

下部砂瞭粘土相と熔結凝灰岩相は屈足 27 号の十勝川対岸の露頭が，上部のシルト相

および砂喋相は，上熊牛から新屈足への道路沿いと熊牛から美蔓への道路沿いが，そ

れぞれ標式地になる。このほか美蔓台地の岸，上佐幌，下佐l幌台地の岸で観察される。

V.l.1下部砂磯粘土相

この図幅では， 27 号露頭の熔結凝灰岩の下部にわずかに発達しているだけである。

乙の露頭では，斜層理をもった，浮石質の砂礁層からなり，上部の熔結凝灰岩との

関係は整合と考えられる。この露頭で観察できるのは極くわずかな部分に過ぎないの

で，これをもって，下部砂喋粘土層を代表させることはできない。

佐幌岳図幅に入るが，十勝川岩松発電所の約 500m 下流部で，ダム基盤調査のボー

リングが実施され，乙の資料に基づくと，厚い砂礁および粘土層が発達している。この

ボーリングは 3 本掘られ， No.1 では(地盤標高 221m) 下部 13.00m まで熔結凝灰

岩が発達している。 13m 以深 30m まで粘土質砂礁であり，粗砂および 60---30mm

経の礁からなっている(第 3 図， No.1)。また， No.2(地盤標高 213m) は，熔結

凝灰岩の下部から掘進しており，深度 12m まで，粘土および砂礁からなり，下部に比

較的粘土が多い。資料によれば，暗青灰色粘土，褐色粘土などの記載があり，これらの

一部は腐植土質ないし泥炭まじりの粘土と考えられる(第 3 図， No.2) 。このほか，

水井戸の資料によれば， 清水町ホクレン農業協同組合連合会の井戸では， 深度 39m

から 69m まで熔結撰灰岩があり，この下部 143m まで砂礁層，粘土層からなり，泥

炭を含む粘土層が 2 枚みられる(第 3 図， No.3) 。同町雪印乳業清水工場の井戸(第

3 図， No.4) では，深度 30m から 40m まで熔結凝灰岩であり， この下部 110m ま

で砂喋，粘土からなる。 3 枚の亜炭まじりの粘土層とともない，乙の聞の砂層から貝

化石が出ている。新得町南新得のし尿処理テスト井では(第 3 図， No.5) ，深度 36m

から 68m まで，熔結凝灰岩があり，この直下に泥炭をはさみ，深度 120m まで砂喋

および粘土層となっている。このほか，美蔓，屈足などの井戸でも同様に，熔結凝灰

岩の下部に砂喋層が発達している(第 3 図， No.6---9) 。 このように， 下部砂喋粘土

相は広く分布しており，熔結凝灰岩の下面は佐幌川沿いでは，標高 111---117 m に，

屈足，幌内中央，美蔓西部ではそれぞれ標高 118m 付近にあり，この堆積面の上面は，
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第 3 図井戸資料柱状図

比較的平坦であるが，屈足付近から北部では，この面は急激に上昇し，岩松付近では

標高 210m 前後になる。また岩松以北では，河床に粘板岩の基盤が露出している。下

部砂礁粘土相は，新得種畜場の井戸では確認できなく，佐幌川以東，岩松以南に広く

分布するものと考えられる O この基底面については，乙の地域では不明であるが，南

新得テスト井で深度 120m まであり，この位置から，わずか 500m 東では，粘板岩

が地表に露 HI している点，右松においても，同様にごく近くの河床に粘板岩が露出し
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ている乙とから，このような周辺部では，下面の凹凸はいちじるしいものと考えられ

る。

V.1.2 熔結凝灰岩相

熔結凝灰岩本日としたものは，図幅北部に広く発達し，佐幌JII，十勝川，然別川の川

岸に分布している。この地域では，あまり熔結しておらず，むしろ浮石流に近いもの

であるが，北に接する佐幌岳図幅地域では，熔結凝灰岩となっているので，熔結凝灰

岩相とした。

図幅地域の北部から，佐l幌岳悶幅地域では，熔結凝灰岩の流走面が，直接台地を形

成しているが，この図幅域では，熔結凝灰岩相を基盤とし，それぞれの面を構成する

堆積物がみられる。

代表的な露頭は，屈足 27 号の十勝川対岸にみられる。 とこでは， 上部は礁層にお

おわれ，その下部に，大きく 4 つの噴出単位に分けられる。上位の 2 層は，それぞれ

灰色および淡桃色を呈し，第 3 層は，厚さ 1 ないし数 m の熔結凝灰岩で， 最下位の

ものは，灰白色を呈する。下位から Unite I, II, III, IV として説明する。

UniteI: この露頭における最下位のもので，灰白色を呈する部分である O 極く

微弱な熔話作用をしめし，熔結凝灰岩に特有な大まかな柱状節理が若干発達している。

ここでは層厚は約 15m あり， と部の 1m 位の部分では，大きな浮石が密集している

部分がある。この上に暗灰色の組粒な火山砂が 20 ，..... 40 em の厚さで，不規則に発達し

ている。上部のものに比して，外来岩片が多く，主として安山岩角礁をともなってい

る。

新内付近にみられるものは，この岩相部分に相当するもので，より熔結作用が進ん

だもので，大まかな節理が発達するとともに，乙まかい板状節理もよく発達している。

UniteII: 灰桃色を呈し， 厚さは 1m""" 数 m の厚さで， この露頭では，南側で

は， うすく消滅している。この露頭では， もっともよく熔結しているが，ほかの露頭

では一般的にあまり高い熔結度ではない。 Unite I に比し，外来岩片は少なく黒雲母

をともなう。

UniteIII: 淡桃色を呈し，層厚は約 15m である。 こ乙では，熔結作用は，ほと

んど受けておらず，粗霧である。数 em:)) 浮石を多量に有している。上部には， 1m"""

数 10em の厚さで，不規則に大きな浮石刀密集部があり， UniteIV に接している。

UniteIV との境界は明瞭である。
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UniteIV: UniteIII に比 L ，やや色はうすく，白っぽい。岩質には変化はなく，

3--5m の厚さである。

岩質は， I を除き，上位 3 層は，ほとんど変りなく，石英，黒雲母を有し， とくに

III, IV では浮石粒の多いのが特徴である。いずれも，石英安山岩質のものである。

宕松付近以北のものは，熔結度が高く， UniteII に相当するものと考えられる。

この岩相の層厚は，美蔓台地の中部の下，~見内中央の井戸資料によれば(第 3 同，

No.8) 深度 63m より 169m まであり，約 100m 層厚である。 また， 美蔓丙部では

(第 3 悶， No.9) 約 60m 層厚である。このほか，清水町の資料で、は， 30m 前後の層

厚である。清水町等では削剥も考えられるが，?干露頭で観察された範囲では，熔結凝

灰岩相と土部シルト相の問には，大きな不整合は考えられていない。熔結焼灰岩相の

分布およびこれらの厚さからみて，佐幌川流域では，急激に厚さを減じている ζ とか

ら，美蔓台地付近が，この熔結凝灰宕相の主流路にあたるものと考えられる。

V.l.3 上部シルト相

l司幅中に，シノL ト相として渋色したものの大部分が，この上部シルト相にあたるも

のである。

この地層 2コ標式的な露頭は， 上熊牛一新屈足の道路，および熊午一美蔓の道路が，

美蔓台地にあがる付近でみられる。

上熊牛一新屈足道路においては(第 41 、~No. 4)，層厚約 20m で， 熔結凝灰岩相と

は，整合関係で、接している。熔結凝灰岩相の上部は粗震になり， 1手石まじりの凝灰質

砂層に近い岩相となり，シルト相に漸移する。下部は，淡灰色~クリーム色のシルト，

細粒砂の互層である。下部は，一般に細粒物が多く，シルト，粘土，畑粒砂の互層か

らなり，この聞に，数枚の炭質物をともなう，陪褐色~黒色の粘土層がある。この付

近では，植物片の認められるものは一枚で，他は腐植質の粘土であるO 中部から土部

にかけて，相粒になり，粗粒砂~綱粒居者とシルトの互層になる。粗粒砂の中には，浮

石まじりのものが多い。

熊牛一美蔓道路(第 4 図， No.1) においては，層厚約 20m で，ド部は細粒物が多

く，シルト，粘土，細粒砂D互!脅からなり， r.部になるにしたがい粗粒になる。下部

に腐植土質の粘土層があり，前記の岩相と，ごく類似している。下佐幌一清決町の露

頭でも(第 4 凶， No.5)，下部は比較的綱粒で，腐植土質粘土，植物片をともない，上

部になるにしたがい組粒になるが，この露頭では，前二者に比し，全体に砂質である。
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このほか，鹿追から屈足の道路などにもみられるが，いずれも，下部は細粒で，炭質

物をともなう粘土層がみられる。

新得町の西部に分布しているものは，基盤がホルンヘルスであり，熔結凝灰岩相が

分布していないため，構成物が他のものとは異なり，大部分が細粒物からなっている。

下部は青灰色を呈する粘土が主であり，腐植土質粘土層をともなう。上部は粘板岩礁

を主とした砂喋を互層としてともなう。

美蔓台地における，上部、ンルト相の下面は，下岩松発電水路調査による，ボーリン

グと電探の資料では，美蔓付近で標高 170m と推定され，南に向うにしたがい，徐々

に高度を下げているO

V. 1. 4 砂磯相

この砂礁相は，熊牛一美蔓道路が美蔓台地にあがる付近に標式的に発達している。

ここでは，前記の上部、ンルト相に整合的に重なり，層厚は約 50m である。大部分が

喋層からなり，中にうすい砂層をレンズ状にはさむ。礁は，安山岩礁，粘板岩礁を主

*とし，チャート，熔結凝灰岩喋をともなう。礁はよく円磨された礁で 3-4em から数

em 大のものが大半である。 下部では，斜層理がよく発達しているが，上部では，下

部に比し，基質がやや粘土質になり，陶汰もやや悪くなる。

砂喋相は，美蔓台地の南部によく発達している。このほか，屈足ード幌内の道路，

下鹿追の東部などでよく観察される。

以上，熊牛層の各岩相について述べた。熊牛層を全体的にみると，下部砂操相につ

いては，露頭としては，ほとんど観察されなく，ボーリング資料に基づくものである。

これらの資料により， No.4 で下部砂喋粘土相から，貝殻片をともなう厚い砂~泥岩

が確認されている。御影凶幅の説明書に記載されている清水町の澱粉工場のボーリ

ングのものと対比することができる。また，各井戸の資料で，泥炭をともなう，厚い

砂~泥岩の発達している点は共通している。したがって，これらの地層は，御影凶幅

にのべられている，池田層の中部に対比することができる。これらの関係からみると

き，この凶幅における，熔結凝灰岩相は，札内一止若付近における，猿別凝灰岩層に，

ほぼ対比できるであろう。シル・ト相は，千代田含亜炭層の周縁相として対比できる。

また，砂喋柑は，上部池田層の千代田砂傑層に相当するものと考えられる。

しかし，この地域では，現在のところ，露頭では，各岩相相互の聞に，不整合関係

*熊牛層の熔結凝灰岩とは岩相は異なり，石英斑晶の大きなものである。
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をしめす明確な証拠は得られていない。したがって，この地層の時代については，砂

喋相が，少なくとも第四紀洪積世に属する可能性があるが，確定するにはおよんでい

ないので，一応，全部まとめて，熊牛層とし，新第三紀鮮新世~第四紀洪積世と考え

ておく。

V.2 美蔓面堆積物

美蔓面堆積物の標式的な露頭は，熊牛一美蔓道路を美蔓台地にのぼったところで，

熊牛層砂喋相とともに観察される。このほか屈足市街から鹿追市街への道路が，下幌

内にのぼる地点，さらにこの地点から南へ約 1km ，旧拓殖軌道跡などで観察される。

熊牛の東方では，柱状図に示すように，層厚は，約 4.5m あり上部にが ]L5m の淡

青灰色粘土をともない，下部は喋!留からなる。礁層は基質が多く，あまり固結してい

ない傑層である。礁はよく円磨された礁からなり，黒曜石の傑をともなう点特徴があ

り，熊牛層の砂礁層と区別される。

上佐幌北方の美蔓面においても，淡青灰色の粘土をともなう，数 m の厚さの傑層が

発達している。この喋層は，いわゆる“クサレ喋"と呼ばれている。いちじるしく風

化し，軟弱になった喋層からなっている。いずれも，喋層は比較的分級がよく，あま

り固結していない。

美蔓面堆積物としたものは，従来，帯広層とされていたものの一部であるが，美蔓

台地をおおって標式的に発達している喋層および特徴的な白粘土層に|技って，美蔓面

を形成する堆積物として扱った。したがって，この堆積物は，前期洪積世と考えられ

る。

V.3 上佐幌面堆積物

上佐 l幌面の堆積物は，屈足 30 号線を土佐幌にのぼったところ，新得市街から屈足に

至る道路などで観察されるが，全体的に観察されるところはほとんどなく，部分的に

しかみられない。

堆積物は，厚さ約 9m にj圭する喋層からなり，上部に，約 100m の灰白色で粘性の

強い粘土をともなう。喋層は，安山岩，熔結凝灰岩，粘板岩，砂岩，チャート，花両

岩などの喋を主とし，美蔓面堆積物にみられる，いわゆるクサレ礁はみられない。

この上佐幌面は，御影凶幅における幕別面に相当するものである。

V.4 下佐幌面堆積物

下佐幌面の堆積物は，屈足市街から新得市街に至る道路を下佐幌面にのぼった所，
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人舞第五部落の西側等で観察される。

日告層は 3.-;5 m の厚さで， lO em 前後の安山岩傑を主としたものである。 礁の分級

は比較的よい。喋層の上部には， 2m前後の厚さのローム質火山灰をともなってい

る。

下佐幌面の堆積物の中で，松下によれば，東二線付近の排水路工事で約1m の白色

の粘土層が観察されている。従来，観察されているのが，段丘崖付近であるため，一

般に排水のょいところであり，これらのところで観察される淡掲色のローム層が，湿

潤なところでは， Fe 等の溶脱により白色粘土化したものと考えられるが，この面の

堆積物として，さらに検討を加える必要がある。

この面は，御影凶幅による芽室面に対比されるものである。

V.5 屈足面堆積物

3.-;5m の厚さの喋層で，分級は余りよくない。数 em から 10 数 em 大の喋で，安

山岩喋を主としている。 この安山岩傑中には，角閃石が数 mm にもおよぶ， 粗粒な

安山岩があり，一見大雪山のトムラウシ熔岩に類似したものが含まれている。

屈足面は，十勝川に沿って広く分布するとともに，佐幌川沿いにも発達している。

また，然別川沿いにも，発達している。鹿追では，然、思!日 II との比高は小さく，氾濫原

との境も，乙の図幅域では不明瞭であるが，この面をさらに東南部に追跡すると，明

らかに段丘崖を形成している。北部では，余り明瞭な境がなく，徐々に高度が高くな

っている。乙の点，北部では，扇状地的要素が強いが，この図幅では，一応屈足面と

して対比した。この点に関しては，さらに検討を要する。

V.6 扇状地堆積物

扇状地堆積物は，ところにより堆積状況がいちじるしく異なっている。

新得の西部では，上部に無層理な淡褐色砂層をともない，亜門喋力大きな花崩岩喋

を主とし，中に扇平な粘板岩，砂岩喋をともなう。ところにより，砂層がレンズ状に

入り，分級はいちじるしく思い。また，部分的に，覆互状に礁が堆積している。

いずれの露頭においても，分級はいちじるしく恵く，後背地が，花崩岩質からなる

ため，この地域では，花崩岩礁からなっている。新得種畜場における井戸の資料によ

れば，深度 108m で基盤の花崩岩が出ている。基盤より深度 70m までは喋層からな

り，その上部は比較的砂喋，粘土層がふえ，粘土層上部には数枚の泥炭層が認められ

る。したがって，この扇状地 3形成には， {i:i J期にもわたる砂傑の供給があったものと
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考えられる。ここでは扇状地堆積物として一括しているが，時期的には，新旧時代の

異なったものが含まれているわけである。乙の地域では面としての広がりが少なく，

各小河川ごとに供給物が複雑にいりまじっているので，それぞれを分け，面区分する

にはいたってし、ない。

VI 第四紀現世の地層

VI.l 現河川氾濫原堆積物

との地域では，佐幌JII ，十勝川，然別川に沿って広く発達している。とくに，十勝

川沿いには広く発達し，中熊牛付近では幅 2km にもおよび，多くは， 水田として利

用されている。堆積物は砂礁からなり，この一部は川砂利として採取され，利用され

ている。

乙のほか，扇状地の一部もこの時期に入るものもあるが，前項にまとめた。

VII 変成岩類

VII.l ホルンヘルスおよび韮青石ホルンヘルス

凶幅上には両者を区分して分布の大様を示したが，説明書では，両者を一括して述

べる。

本凶幅地域内にみられるものは，落合層の粘板岩および砂質粘板岩に由来するもの

である。西縁の花崩岩に沿って，幅 4.--5 km にわたりホルンヘルス化している。全体

としては変成度はあまり高くなく，原岩の構造は比較的よく残されている。主成分鉱

物は，石英，黒雲母，白雲母を主体とし，これに斜長石が加わっている。石英は再結

晶化し，粒状である。黒雲母は赤褐色で，小片状を呈し，明らかな方向性をもってい

る。白雲母は，黒雲母にくらべて，粗粒で他形を呈し，ポイキリティックに発達する

ととがある。斜長石は，粒状で，果帯構造はみられない。 An20 ，..... 27 程度で，アルバ

イト式双品を行なっている。乙れらの粒間に沿い，あるいは，これらの結品に包有さ

れて，多量の石墨質ピグメントが認められる。ときには，比較的粗粒な黒雲母の脈状

配列にともなって，石墨質ピグメントの濃集部がみられる。

狩勝峠西南部の黒雲母花崩岩体に沿う幅 2km の地域には，韮青石ホルンヘルスが

発達している。しかし，この地域では，再結晶の程度はそれ程強くなしホルンヘル

スとあまり違いはない。ときには，革青石が 5mmx3mm 程度の斑状変品をなすが，
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第 5 図ホルンヘルス

革青石はセリサイトを生じ，ピニ石化しているO 新鮮なものはみあたらない。

VII.2 黒雲母片麻岩

この宥行は， I司幅の北西部，狩勝 II序の丙 l布部および，凶幅丙南部に僅かに分布し，

主体は落合図幅に発達している。

変成度の低い黒雲母!十岩様のものから，組粒なミグマタイト質のものまで，いろい

ろの岩相があるが，主休をなすものは，縞状黒雲母片麻岩，斜長石斑状変品黒雲母片

麻岩，および黒雲母角閃石片麻岩である。なかでも，黒雲母が縞状に濃集し，健白質

の日立つ標成的Jj-麻岩が多い。これらの存 n牟麻宕は，相互に明瞭な境界をもっている

ものではなく，漸移関係にある。

これらの岩質は，一般に石英， ，r~ 雲ほ， {j F↓長石を主体とし，小量の柘棺や正長石を

ともなっている。北部のものには，革育行をともなっているが，革青行のほとんどは，

セリサイト化し，ピニ石に変っている。

VII.3 片麻岩状ミグマタイト

この計石は， \斗 III面の両市部に禿達している。
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周囲の片麻岩類との関係は不明であるが，片麻岩中の組粒部と類似する岩質をしめ

すことから，片麻岩とは漸移の関係にあると思われる。

岩質は，グラノプラスティック組織をしめし，黒雲母，斜長石，石英を主体とし，

少量のカリ長石と角閃石をともなっている。カリ長石は，他の鉱物の聞をうめたり包

みこんだりして生長しており，科長石との聞にミルメカイ卜を坐じ，わずかに，微科

長石構造をもつものもみられる。

このミグマタイトの方向性は，周聞のJ\・麻岩のJj-状構造と完全に平行している。

VIII 深成岩類

乙の図幅地域には，大別して 2 つの花崩岩体が存在する。その 1 つは，西部の山地

を構成するもので，狩勝峠の西南部から南に分布し，その南方延長は御影図幅地域内

に連続する，大きな花崩岩体をなすものである。他の 1 つは，狩勝峠の東部から新得

山西部に分布しているもので，北は，佐幌岳図幅地域に連続するものである。従来，

両花崩岩は連続するものとされてきたが， NNW-SSE 方向に逆走する別個の岩体で

あり，その岩質を異にするとともに，両者はホルンヘルスおよび革青石ホルンヘルス

によって分離されている。

VIII.1 黒雲母花崩岩

この花崩岩は，図幅西縁部に沿って広く分布している。乙の図幅地域では，地表面

の風化作用がいちじるしく進んでいるうえ，厚い扇状地堆積物でおおわれているた

め，露出が悪く，岩体の状態は転石にたより，推定する以外にない。この岩体の分布

は大きくみると，山脈の走向にほぼ平行して， NNW-SSE 方向をしめし，北方は旧

根室本線狩勝信号場南方に達し，南部は御影悶幅地域からさらに南，札内岳図幅の十

勝ポロシリ岳の東山腹に達している。

この岩体について，御影図l幅では， 3 つの岩相に区分されているが，この|司l隔地域

では 2 つの岩相に大別することができる。

1 塊状，中粒の均質な花崩岩

2 やや斑状の花崩岩

乙の他，山稜部付近には，細粒の角閃石はんれい岩が，とり乙まれ，明らかに花崩

岩によって交代され， その輪郭は不明瞭になっている部分がある。大きさは 20.......30

em に達するものである。

一 16 -



第 6 図 黒雲母花崩岩にふくまれるホルンヘルス

VIII.1.1 境状，中粒の花商岩

この岩相は，本凶l隔地域では，岩{本の大部分をしめるもので，大きくみると，稜線

部に分布している。

構成鉱物は，科長石〉石英三カリ長石二〉黒雲母で、ある。科長石は， O.7.......2.0mmx

O.2....... 1. 0mm 程度の短柵形をしめし，累市構造がし、ちじるしい。 その An 成分￠範

囲は，中心では An 25.......37 で，周縁部では An 17.......27 である。中心部は汚潤し，不規

則形の異常消光部やチェス板構造を伴っている。アルバイト式双品，カルスパット式

双品をなしている。アルノミイト式双品は緊片双品をなしている。カリ長石によってお

きかえられていることがあり，また，カリ長石との境界部には， ミルメカイ卜がしば

しば見出される。

カリ長石は科長石や石英 2コ粒 l司をうめて発達する。大きなものは 5mmx 3mm 大

にまで達するものがある。また，まれには白形性のある 2mmx 1mm 大の結晶をつ

くることもある。徴斜長石構造をなすもの，パーサイト質のものがある。

石英は，縫合線様組織 (Sutured texture) をしめすものが多く，たくさん￠結晶

が集合して間隙を坦め，またカリ長石によって間隙が充填されている。波動消光は中

程度である。
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第 7 図黒雲母花崩岩

黒雲母は褐色で， O .4 mm ないし 0.2mm 大の片状結品をなしている。方向性は認

められない。

副成分鉱物として，磁鉄鉱，アラナイト，燐灰石，ジルコンが認められる。

VIII.1.2 やや斑状の花商岩

この岩相は主として山脈の東側部に分布している。先にのベた中粒の花崩岩との関

係は露出状態が悪く，不明である。

肉眼的には， 5mm 大の斜長石の斑品が認められ，有色鉱物の方向配列はごく徴弱

であるか，または，認められない。測定し得た配列方向は，大きくみて岩体の伸びの

方向に調和的である。乙の花両岩には，いくらかの角閃石が認められる。

構成鉱物は，斜長石〉石英〉カリ長石三県雲母〉角閃石である。顕徴鏡下での観察

は，塊状中粒の岩相と大差がない。

この岩石に含まれる角閃石は，淡緑色ないし，淡緑褐色を呈し， 0.2mmx0.05mm

大の小さな結品粒が集合していることが多い。内部は無色のパッチ状となり，ときに

は，せんい状となり，緊片双品をしめす。恐らくはカミングトン石であると思われる。
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第 8 図斑状の黒雲母花崩岩の産状

副成分鉱物としては，チタン石，電気石がともなわれる。

VIII.1.3 細粒角閃石はんれい岩

この岩石は，山脈の稜線部付近に認められ，塊状中粒な花同岩中にとりこまれてい

る。産状は数 em から 20-30em の大きさで，不規則な形状をしめし，花崩岩による

交代作用を受け，部分的に閃緑岩質の岩相をしめす。また，付近の花崩岩には，オフ

イティック組織をもっ斜長石を，ポイキリティックにとりこんで，組粒に発達する黒

雲母，カリ長石，石英などがみとめられる。これらの点から，明らかに，本岩が花崩

岩より先に活動したものであり，花崩岩による交代作用が行なわれたことをしめして

いる。

構成鉱物は，斜長石〉角閃石〉黒雲母で，閃緑岩質の岩相を示すものでは，斜長石〉

黒雲母三角閃石〉石英〉カリ長石である。

角閃石はんれい岩は，斜長石は細粒短柵状で， O.3mmxO.1mm，大のものが多い。

まれに，角閃石の徴品をとりこんでポイキリティックに粗粒化するものがある。角閃

石は粒状ないし不規則形で淡褐色である。黒雲母は赤褐色で小片状であるが，量は少

ない。副成分鉱物として不透明鉱物，チタン石，ジルコンをともなう。

閃緑岩質の部分では，斜長石，角閃石の特徴は，はんれい岩質の岩石のものが受け
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つがれ，オフイティックな組織をしめす。まれに， 2mmxlmm に達する粗粒な斜

長石が認められる。黒雲母，石英，カリ長石は，この結晶粒聞を埋め，ポイキリティ

ックに発達する。黒雲母は赤褐色で， 2.5mmxlmm 大におよぶ。石英は波動消光

がいちじるしい。カリ長石は部分的に徴斜長石構造をしめし，最大 8mmx6mm 大

ものも認められる。このような粗粒結晶は，内部に斜長石，角閃石，ボイキリティッ

クな黒雲母を包有して，巨大なポイキロプラストとなっている。亘 IJ成分鉱物は，細粒

角閃石はんれい岩と共通している。

VIII.2 角閃石黒雲母花崩岩

乙の花崩岩は図幅北西部の狩勝峠付近から新得山西部にかけて分布するが，露出状

態はきわめて悪く，岩体の状態を詳しく知るととはできない。岩体の全体の伸びの

方向は NNW-SSE 方向で，黒雲母花崩岩に雁行し，佐幌岳図幅の地域へ連続してい

る。

岩体は一般に塊状で，方向性は認められないが，旧根室本線狩勝信号場の北方の沢

では，明瞭な流理構造が発達しており，その方向は N 20，....，30
o
W，傾斜は垂直な 85°E

で，岩体の伸びの方向と調和的である。

狩勝峠の東方のこの岩体中には，比較的大きなかんらん石はんれい岩が認められ，

周辺の沢では，花崩岩によってネットワーク状に貫ぬかれたり，ブロック状にとり乙

まれた，かんらん石はんれい岩ないしウラル石化はんれい岩が多数認められる。その

ような部分では，はんれい岩と花崩岩との境界は不明瞭となり，また，はんれい岩中

に不規則な形の優白質部を生じていて，花筒岩による交代作用が進んでいるととが推

定される。

構成鉱物は，斜長石三カリ長石〉石英〉黒雲母三三角閃石からなる。

斜長石は 1 mmxO.5mm 大のものが多く，半白形，累帯構造が認められ，中心部

は汚濁し，変質がいちじるしい。また，不規則形の異常消光部がある。チェス板構造

をなすものもある。外かく部は比較的新鮮である。 An 成分の範囲は内かくで An30

，....，，37，外かく部では An 27，....，38 位である。

カリ長石は半白形でパーサイト質である。日高帯の花崩岩としては量が多い。局部

的に石英，斜長石の粒間を埋めるものもあるが，大部分は半白形であることが，西縁

部の花崩岩とは異っている。徴斜長石質のものはない。

石英は粒状を呈し，波動消光は軽微である。融蝕された形態をとるものがあり，カ
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第 9 図作l閃イ i 黒雲町花出 YJ

リ長引によって允:J¥t されているO

，'，I，\-:El fT]:は緑掲色を呈し， *IH粒で骨1111 したものが多い。緑泥石化したものもある。

角閃石は粒状あるいは1'4形をとるものが認められ，緑色ないし緑褐色を呈する。内

部が無色となりカミングトンrj~rtj となっているものが認められる。このような角閃石

は黒雲母をともない，有色鉱物の多い部分に見られ，科長石は市m粒で，オフイティッ

クな組織を残している。はんれい岩を交代したレリ、ソクであろう。

まれに小粒状の単科輝行がiitめられる。

it~[1成分鉱物としては，ジルコン，チタンイ I ，不透明鉱物がliZめられる。

VIII.3 はんれいれ

はんれい計は1'-'f:時M~I)可 }jに分布がはられる。 1'><1111日地M~ の|珂 -Ji段線沿いに認められる

小規模の角I j~lイ iはんれし、右については，花出Ffの項で述べた。

狩勝峠西方のはんれい岩は，多様な岩相を示し，花崩岩にとりこまれている。

分布地域の露出状態は不良で詳しい産状は不明である。もっとも新鮮で黒色堅硬な

岩石はかんらん石はんれい宕で，この岩石の分布地域付近の小沢には，ブロック状ま
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第 10 図 かんらん石斑れいれ

たはネットワーク状に花両岩によって貫かれ，交代された無数のウラル石化はんれい

岩が見出される。

かんらん石はんれい岩は粗粒，手粒状組織で，オフィテイヅク構造をしめす。

構成鉱物は，科長イ i.'重輝行 かんらんイ iであり，少量のしそ *'~1 イ i を{、ドっている。

科長石は長柱状で 2mmxO.7mm 何度のものが多い。県市構造はきわめて弱い。 An

成分は An60，.....，78 0;; である。

透輝石は柱状ないし粒状で，たきさは 1.8mmxO.8mm 程度である。 粒状の科長

石・かんらん石を取りこんで，大Mの品Ijtill に危注するものがある。

かんらん行は粒状で，大きさは1.0mmx l.Omm に注する。きわめて新鮮である。

1~lj成分鉱物としては磁鉄鉱がiitめられる。

ウラル石化かんらん宥では， ~;:↓長イ iは jり湖が，いちじるしく，絹雲ほの小)，'が集合

し，ソウシュール石化している。比較的新鮮なものでも，割日に沿って絹雲母化が行

なわれ，方解石を生じている。輝行類は褐色角閃行に変わり，また周辺部から緑泥石

化しているものもある。かんらんイ iはじゃ紋イi化がし、ちじるしく， (反品となっている。
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副成分鉱物としては，チタン石，磁鉄鉱が認められる。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50 ,000)

SHINTOKU

(Kushiro-29)

BY

MoriakiKONOYA

K6heiMATSUI

TakamuraTUCHIYA

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Theareaof “ Shintoku" sheetmapliesbetweenlat.43ー0'and

43ー10'N, andlong.142ー30'and143ー0'E , ontheeasternsideof

theHidakazonewhichformsthebackbonerangeofHokkaido.

Topography

Thewesternpartoftheareaismountaineouslandcomposed

oftheHidakazone, associatedwithbroadfiatplateausonthe
easternside. Theplateauscanbedividedintothe Biman,

Kamisahoro, Shimosahoro, andKuttariplanes. TheBimanplane,
about200'"'-'380m inheightbecomesgraduallylowerinthesouth.

TheKamisahoroplane, 240'"'-'300m in height, isborderedwith
theunderlyingShimosahoroplanebygentleeli 旺s about30m in

height. TheShimosahoroplane, 160'"'-'220minheight, isbordered
bysteepeli 妊s withtheKuttari plane, whichisabout5'"'-'20m
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higherthanthepresent riverbeds. All these planesare

coveredwithgravelbeds.

Geology

TheoldestformationinthisareaisrepresentedbytheOchiai

Formation, oneoftheHidaka Supergroup, beingdistributedto

thewestoftheSahoroRiver. Theformationiscomposedof

slatesandsandyslates, mostofwhicharametamorphosedinto
hornfels.

TheKumaushiFormationoftheplioceneorthePleistocene

isdevelopedextensively, coveringunconformablytheOchiaiFormｭ

ation.Thisformationiscomposdofthelowersand,gravelandclay

member, welded tu 妊 member ， siltmemberandsandandgravel

memberinascendingorder. Thelower sand, gravelandclay

memberisalmostneverexposedintheoutcrops, buttheboring

core-samplesindicateitsextensivedistributiontotheeastofthe

SahoroRiver. Theweldedtu 百 member composedofthreefacies

exceeds80m inthemaximumthickness, andiscoveredbythe
siltmember,whichinturnisoverlainbythesandandgravelmemｭ
ber, about30minthickness. Thislattermembercanbecorrelat
edtotheUpperIkedaFormation.

TheKumaushiFormationformsthebasementsofallthe

plateausmentionedabove,andisfurthercoveredbythesediments

composedmainlyofsandandgravels. TheBimanplanecanbe

correlatedtotheObihiroplane, andtheKamisahoroplanetothe
Makubetsu plane, andtheShimosahorototheMemuro plane,

respectively.

Themountaineouslandiscomposedofthemetamorphicand

plutonicrocksoftheHidakabelt. Theplutonicrockscanbe

dividedintotwobodiesofbiotitegraniteandhornblendebiotite

granite. Theaxialpartofthemountainsiscomposedofthe

biotitegranite, associatedwithconformablemigmatiteandgneiss

onthewest. Thehornblendebiotitegranitemasslyingparallel
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totheeastcarriesmany xenolithic blocks of metasomatized

olivinegabbro. Hornfelsarewelldevelopedintheareabetween

thetwobodies, andsomeofthemarecordierite-bearing. The

OchiaiFormationtotheeastofthegranite massisalsometamｭ

orphosedto hornfels within the extent of 2'"'-'3kmfromthe

boundary.
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